
が
ん

か

い

じ

じ

ょ
う

富
中

願
海
寺

城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一昌
山
市
願
海
寺

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）

一
〇
月
～

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一昌
山
市
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
土
生
朗
治

・
戸
部
孝

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

・
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
戦
国
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

願
海
寺
城
は
、
富
山
市
西
部
の
射
水
平
野
に
所
在
し
た
平
城
で
あ
る
。
天
文

二

一
年

（
一
五
≡

し
か
ら
天
正
九
年

（
一
五
人
こ

ま
で
存
在
し
、
上
杉
謙
信

方
の
武
将
寺
崎
民
部
左
衛
門
盛

永
が
拠

っ
た
。
二
〇
〇
二
年
の

調
査
で
は
、
堀

。
土
橋

・
井
戸

を
検
出
し
、
城
郭
の
曲
輪
部
分

を
確
認
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
は
、
曲
輪
か
ら

北
東
へ
四
五
〇
ｍ
地
点
の
城
下

町
域
で
行
な
い
、
方
形
居
館
の

区
画
溝
や
土
抗
を
検
出
し
た
。

出
土
遺
物
に
は
、
中
世
か
ら
近
世
初
期
ま
で
の
陶
磁
器
、
漆
塗
椀

・
皿
、

駄
、
曲
物
、
折
敷
、
箸
、
木
簡
、
櫛
、
陽
物
形
、
砥
石
、
石
臼
、
埠
、
鎌
、

北
宋
銭
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
は
、
区
画
溝
内
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

８
　
木
街
の
釈
文

・
内
容

〔
正

月
と

　

　

【当
と

ω

　

「
口
□
対
日
迄
見
□
□
□
女
□
　
　

　
　

　

（Ｐこ

る
反
岸
ｏ壱

上
端
は
山
形
で
、
下
端
は
折
損
し
て
い
る
。
樹
種
は
ス
ギ
で
あ
る
。
墨
痕
は

明
瞭
で
な
く
、
期
限
を
定
め
た
内
容
が
読
み
取
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
加
藤
達
行
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

富
山
市
教
育
委
員
会

『願
海
寺
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
全
一〇
〇
五
年
）

（古
川
知
明
）

―

舞 下
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